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負傷したスポーツ選手の情緒反応パターン

一一事例による検討一一

上向 貫士*J山、

Emotional response patterns of injured athlete 

- Case studies of three injured athletes -

Kanshi UemukaP 

Abstract 

The purposes of this study were ; to clarify an emotional reaction pattern of injured athletes and 

its changes in their recovering process from a longitudinal study ; and to investigate psychological 

reaction from the injury through psychological testing and interviews with injured athletes. 

N either hypothesised emotional reaction nor common psychological factors in recovering process 

was found. Through psychological testing and interview， however， some psychological reaction to 

the injury were found such as ; the influence of a social support， an adjustment problem， and future 
goals. Also an emotional reaction difference was found between acute injured players and over-

training and its correlated other psychological factors. As Kubler-Ross's study to realize and 

accept the injury was found to be very important in recovering process. Accordingly， more case 

studies should further be done to identify stages of emotional reaction process and to develop a 

precise measurement for it. That will improve psychological intervention or counseling to players， 

which will lead a healthy recovery from the injury mentally and physically. 

Key words: Emotional response， injured athlete， case study 

はじめに

今日では，怪我が発端となった精神的問題，つまりパーンアウト， ドロップアウトを引き起

こしたスポーツ選手の症例が報告されており，怪我が精神面に与える影響について示唆され

ている。

競技スポーツ選手の怪我は，スポーツ医学の領域において非常に大きなテーマであり，特に

整形外科的な治療・予防といった視点から多くの研究や報告がなされている。しかし，負傷し

たスポーツ選手が以前のように復帰するためには，整形外科的な対処だけでなくスポーツ心理

学のような他領域からの介入が必要であると考えられる。これまでのスポーツ心理学領域では，

*慶謄義塾大学体育研究所助手
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負傷したスポーツ選手の情緒反応パターン

負傷頻発選手のパーソナリティ特性や，心理的ストレスと怪我との関係に視点をあてた研究が

ほとんどであり，負傷に対する情緒的反応や，それらの回復過程における変容を捉えた実証的

研究は，ほとんど見当たらない。スポーツ選手の怪我の問題は，その発生を防止することがま

ず第一に留意されねばならないが，負傷後の治療，ならぴにリハビリテーション過程において，

身体的，心理的に同調した回復が期待される。そこには，心理的な回復を助長するカウンセリ

ングなどの介入が必要であり，そのためには心理的な回復段階を同定することが要求される。

致命疾患

の自覚
園田園時間一歩

図1 臨死5段階モデル (Kubler-Ross，1969) 

死

スポーツ選手の負傷は，運動停止を余儀なくし，それは彼らにとって一時的対象喪失ともな

りうることが考えられる。 Kubler-Rossは，“死"を宣告された臨死患者の短大なインタビュー

体験に基づき，最終的に死の受容に至るまでの心理過程を明らかにしている(図 1)。多くの研

究者が，スポーツ選手の負傷を，対象喪失という共通の観点で捉えた場合， Kubler-Rossの臨死

5段階モデル(否認，怒り，取り引き，抑欝，受容)が負傷後の心因反応の変容を理解する上で非

常に有効で、あると述べている。 Uemukaiはこのモデルをスポーツ選手の負傷後の情緒回復過程

期に応用を試み，負傷したスポーツ選手に対する「情緒回復過程尺度」を作成し，横断的調査

を行なっている。その結果として，怪我の程度，怪我からの経過日数，認知する回復の程度の

違いによる，各情緒の表出と変容が示きれたが，横断的資料収集のため細かな段階を同定する

には至らなかった。

そこで本研究では，負傷したスポーツ選手の事例による縦断的な調査により，細かな情緒の

表出と，その変容を明らかにすることを目的とする。また，怪我の心理的な影響を明らかにす

るために，心理テスト，調査面接から運動停止期と回復期の比較検討を行なう。
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負傷したスポーツ選手の情緒反応パターン

方法

1 .対象者

本研究の対象者について，次のような基準を設けた。

-大学生スポーツ選手であり，高い競技力をもっ集団に所属し，レギュラー選手ないしは準

レギュラー選手の競技水準をもった者たちであること。

-怪我により 3週間以上の運動停止と診断された選手であること。

上記の基準を満たして対象者となった事例は 2名であった。さらに，急性の傷害ではないが，

重度のオーバーユースである選手1名を加え，最終的な本研究の対象者は 3名(男性2名，女性

1名)であった。

2 .調査内容

本研究では，以下の質問紙，心理テスト，及び調査面接を行なった。

(1) スポーツ選手における負傷からの「情緒回復過程尺度」

Uemukaiによって作成された負傷に対する情緒を評定する尺度である。これは， Kubler-

Rossの臨死5段階モデルを援用し，さらに事前の予備調査から頻繁に報告された焦燥感を加え

た6つの下位尺度(否認，怒り，取り引き，抑穆，受容，焦燥感)，全31項目からなるものであり，

信頼性，妥当性についても検討がなされているものである(資料参照)。

(2) POMS (Profile of Mood States) 

McNairによって開発された気分，及ぴその混乱度を評定する尺度であり， 6下位尺度(緊張，

抑欝，怒り，活動性，疲労，情緒混乱)，全65項目からなる尺度である。

(3)認知する回復の程度尺度

「今，あなたの怪我はどのくらい回復していますか」に対して， 100ポイントスケールによっ

て評定。

(4)復帰可能性尺度

「当初考えた復帰予定日への可能性はどの程度ですか」に対して， 100ポイントスケールによ

って評定。

(5) リハビリテーション専心性尺度

「あなたは， とやの程度熱心にリハビリテーションを行なっていますかJtこ対して， 100ポイン

トスケールによって評定。

(6) ロールシャツハテスト

ロールシャツハテスト(以下，ロ・テストと記す)では， 10枚の多義的なロールシャツハカー
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負傷したスポーツ選手の情緒反応パターン

ド，ならびにロ・テスト状況が刺激となり，ロールシャツハ反応やロールシャツハ行動が反応、

として記録きれる。そして，反応の個体差を生み出す主要な媒介要因として，パーソナリティ

がそこに位置づけられている。

1つの心理テストから得られた知見だけで，多くのことを考察することは信頼性に乏しいと

考えられるが，負傷という特異な状況に置かれたスポーツ選手の精神内界の変化を，他の情報

(質問紙，面接など)と結合して考察することは十分意義のあることと思われる。

本研究では，怪我の直後，及び回復後(フォローアップ調査)においてロ・テストを実施し，

比較検討を試みた。本テストの分析方法としては，形式分析，継列分析，内容分析という 3側

面から分析を行なった。ロ・テストの施行法，ならびに分類記号化はすべて片口法に従って行

なわれ，さらに個々のスコアが基礎整理表に基づき集計がなされた。スコアリングについては，

まず筆者が独立して行ない，それらに対して，ロ・テストに習熟したもの(1名)によるチェッ

クがなされた。

(7)バウムテスト

バウムテストとは，精神診断学的補助手段である樹木テストとして投影法の lつとして分類

されている。このテストは，人格のある層が投影テ一マによつて賦活されることカか這ら，相互に

宇補南い合うテスト(何ロ一ルシヤツ

つて'先述したロ・テストに加えてノぐウムテストを行なうことを通して，練習停止期と回復期

の差異を確かめることにより，怪我の与える心理的な影響に補足的な情報を提供できると考え

られる。

(8)調査面接

ここでは，質問紙調査を主としたセッションを 3回，そして面接調査を主としたセッション

を3回，合計6回の調査を行なったが，質問紙調査を主としたセッションにおいても，各事例

の状況把握を目的とした調査面接を行なった。初回の面接では，対象者についての情報(競技種

目，水準など)，負傷についての情報(診断名，程度，発生状況など)，発生原因などを中心に，中

間面接では，情緒状態，復帰に対する考え，環境(所属チーム)とのコミュニケーションなどを

中心に，そして最終面接では，怪我に対する個人的ならびに種目の特性，回復過程における自

己の情緒の変容，心理的に支えとなった人物の有無などの問いかけを柱として進められた。

なお，フォローアップ調査における面接では，回顧的に自己評価をするなかで回復後との比

較，それらの変容についての問いかけを中心に行なった。

3 .手続き

競技スポーツ選手に怪我が発生し，医者から最低3週間以上の運動停止を余儀なくされると
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怪我の発生

協力要請

第1回調査情緒回復過程尺度

POMS 

認知する回復の程度尺度

初回調査面接

第2回調査情緒回復過程尺度

POMS 

認知する回復の程度尺度

口・テスト
第3回調査情緒回復過程尺度

POMS 

認知する回復の程度尺度

パウムテスト

中間調査面接

第4回調査情緒回復過程尺度

POMS 

認知する回復の程度尺度

第5回調査 情緒回復過程尺度

POMS 

認知する回復の程度尺度

復帰可能性尺度

情リハ回ビ復リテーシ度ョン専心性尺度
第6回調査 緒 過程尺

POMS 

認知する回復の程度尺度

復帰可能性尺度

リハビリテーション専心性尺度

最終調査面接

--
EM--HH・H・.......・H・.......・H・....・H・...・H・-約1ヶ月間
園

田

園

田

園

圃

圃

v約3ヶ月後納W叩髄
POMS 

口・テスト

バウムテスト

調査面接

図2 手続きフローチャート
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負傷したスポーツ選手の情緒反応パターン

診断された選手に対して，可能な限りはやく(当初2日以内と基準を設けたが，実際は 3日-1週

間を要した)本調査への協力要請を行なうためのコンタクトを取った。最初に，調査の目的，概

略を説明したうえで，選手からの応諾を得られた後に，調査に移った。調査は 1ヶ月間に全6

回を予定した。各々の調査内容は図2に示した。

結果と考察

まず，怪我の発生状況などを含めた事例の紹介を行ない，その後質問紙，調査面接，心理テ

ストなどの結果を踏まえ情緒の表出と，その変容について各事例ごとに検討していく。

(1)事例K ; 21才(大学3年生) 男子サッカー選手

高校時代はクラブチームでプレーし， T大学では 2年次から準レギュラーとしてトップチー

ムに所属し，競技経験年数は10年である。これまで、に重度の負傷経t験はなく，今回の負傷は本

人にとって初めての経験である。発生状況は，試合中にゴールキーパーと激突し，医者の診断

結果は，肋骨3本骨折，胸部打撲(右肺圧迫)による 3週間の運動停止であった。また，怪我の

原因とはいえないが，初回調査面接において， I普段よりかなり調子がよく，緊張もなく(いつ

もは緊張する)， 自分が頑張らねばといった意識過剰ぎみだったJと述べている。尚，本事例の

第1回質問紙調査は，事例が入院を余儀なくされ，最初のコンタクトが怪我の発生から 9日後

となってしまったが，負傷直後の情緒的反応を捉えたいために回顧的に調査を行なった。

尺 4.
度

得 4

占

3. 

2. 

2日後 9日後 1 2日後 16日後 23日後 34日後

経過日数

+否認

同国怒り

..取り引き

--.t.--抑霞

..t:t・受容

IIXI焦燥感

図3 r情緒回復過程尺度J平均得点プロフィール(事例 K)

「情緒回復過程尺度」の得点フ。ロフィールを，図 3に示した。この図から特徴的な情緒の表
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負傷したスポーツ選手の情緒反応パターン

出とその変容について， POMSと調査面接の情報を加味しながら考察を進める。

まず，時間の経過にともない怒り，抑惨といった情緒が低下していることが窺える。これは，

第1回調査の POMSの結果からも同様のことがいえ，さらに活動性がかなり低い得点を示し

ている。本人にとって，怪我の 2，3日後において， 1かなりの痛みで治るのだろうかと思った」

といったように，かなりのショックがあったようである。怪我の痛みが，怒り，抑惨といった

negativeな情緒の表出を助長し，活動性の低下を誘発したと思われる。また，取り引きが約2

週間後に急激な上昇を示している。この段階では，認知する回復の程度が70%と報告しており，

調査面接からも「はやくボールが蹴りたいJ，11， 2年に追い越されるのでは」といったよう

に，身体的な回復と焦燥感、から取り引きが上昇したと考えられる。受容については，第2回調

査以降比較的高い得点を示し，調査面接からも怪我という現実を認識しているとうかがえたが，

第6回調査において低下している。これは競技復帰を目前にした不安感の影響によるものと考

えられる。

本事例は，比較的早い段階で怪我を受容していることが認められ(図3参照)，情緒的にも第

2回調査以降において活動性得点、が高しその他のネyゲティブな情緒得点が低いといった氷山

型のプロフィールを示しており，良好なフ。ロセスを辿ったと言えそうである。今回の怪我につ

いて，本人は心理面の重要性を認識してはいないが， 1身体的な衰えが心配」というマイナス面

がある反面， follow up調査から「精神的にリフレッシュできたJ，1体力トレーニングを教えて

もらった」といったように，いわゆる“怪我の功名"といわれることについても言及している。

本事例におけるロ・テストの結果を表 1に示した。運動停止期と回復期の比較を試みたが，

顕著な差異は認められなかった。しかしながら，強いて両期間の差異をあげるとすれば，反応、

数(R)の増加と初発反応時間の低下から生産性の上昇がうかがわれる。また，カラーカード

の初発反応時聞の低下と FC:CF+Cの比から，情緒コントロールの安定性，外界への活発

なはたらきかけが改善されているようである。なお，パウムテストの結果に顕著な差異はみら

れなかった。

(2)事例E; 18才(大学1年) 女子剣道選手

高校時代から全国大会出場経験を持ち， T大学でも入学してわずか3ヶ月であるがレギュラ

ー選手となっている。経験年数は13年である。怪我の既往歴として，高校2年時に右足首の骨

折，その後慢性的な腰痛を持ち続けている。本対象者は，急性の外傷ではなく重度のオーバー

ユースであった。調査時点、では練習遂行が不可能な程度にまでなっていたが，試合前(全国大会)

ということもあり，スポーツクリニックでの針治療を行ないながら練習を続けており，慢性腰

痛が身体的，精神的にかなりの苦痛となっている様子が調査面接からもうかがえた。自らも神

経質なほうであると認識しており， 1腰が痛くて練習を休みたい。でも，試合にでれない先輩へ
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の手前もあり，練習しなくては…」といったような心理的ストレスからくる胃の痛みを訴え，

内科への通院もしていたようであった。また，本対象者の調査は，急性外傷とは異なるオーバ

ーユースであったため調査期日の表記を怪我からの経過日数ではなく調査回数のみを記した。

さらに，調査回数については試合日程との関係により全4回に短縮して行なわれた。

尺

度

f専
占

4.5 

4 

3.5 

3 

2.5 

2 

1.5 

0.5 。

J・-- .... 司~... r.:::・4

+否認

町田怒り

眠田取り引き

--.t.ー抑欝

ー一----.....・舎 ..~.受容

A・H ・H ・M ・S・"60・H ・H ・......6，..........・H ・-企 IIXI焦燥感

2 3 4 

調査回数

図4 r情緒回復過程尺度J平均点プロフィール(事例 E)

「情緒回復過程尺度」の得点フ。ロフィールを，図4に示した。このプロフィールから特徴的

なことは，約3週間の調査期間中に各情緒の変容がほとんどみられなかったことである。取り

引き，焦燥感が一貫して高く，受容が常に低いフ。ロフィールを示していた。また，全4回の調

査における POMSからも，氷山型とは正反対のプロフィールを示しており，情緒の混乱が顕著

に示されていると言えるだろう。一貫した取り引きと焦燥感の表出について， I腰は痛いが，先

輩に認めてもらいたいJ，I先輩に認めてもらうには練習で頑張らなければ…」といったような

面接内容からも窺えるように，実際に取り引きを行なわなければならない状況，つまり，いく

ら腰が痛くても練習をしなければならない状況に置かれていたと理解される。本事例の場合，

このように行為的に取り引きせざるを得ないことから，本尺度における取り引きの得点が一貫

して高かったと予想される。また，受容の低さについては，腰痛というオーバーユースを自分

なりに理解はしているが，現場での練習状況からくる精神的プレッシャーのためこういった結

果を示したと考えられる。

本事例のロ・テストの結果を表1に示した。練習停止期(実際練習は続行)において， F%と

F+%の値から，情緒不安定，抑欝的な傾向がうかがわれる。さらに，回復期との比較では，

M:ヱCが回復期においてM>ヱc(内向的体験型)という情緒安定に移行していることが認め
-8-



負傷したスポーッ選手の情緒反応パターン

られる。感情分析においても，回復期に快的感情の顕著な上昇を示している。これらのことか

らも，腰痛がかなりの程度で情緒面に対して悪影響を及ぼしていたことが理解できると思われ

る。また，バウムテストからは，幹の輪郭の特徴において，運動停止期の不連続な線からは衝

動的，神経質で敏感，落ち着きがない等の解釈が可能でルあり，一方，回復期の波形の線からは

快活，適応などの解釈があげられており，調査結果に類似した反応であると思われる。

本事例が示した情緒的な混乱は，当然オーバーユースによる影響も考えられるが，調査面接

からその他の要因の存在が観察された。それは，大学入学問もない時期に，先輩を差し置きレ

ギュラーとして採用されたことが誘発した人間関係の車L繰である。桂らは，運動部活動におけ

る適応感を規定する 5つの要因を明らかにしており，その 5つの適応感規定要因の相対的影響

度は，大学生で「対チームメート感J情」が最も強かったと報告している。これらのことから，

本対象者は，怪我と人間関係が一時的な不適応状態をもたらしたとも考えられであろう。

これらの結果から考えられることは，オーバーユース障害は急性の外傷とは異なり，急激な

情緒の変容は認められないことである。本事例においてみられた一貫した取り引きの高きや受

容の低さというように，オーバーユースである選手が表出する情緒は，個人の特性やその他の

要因(適応問題など)が関連していると考えられ，ケースパイケースであろう。怪我が与える心

理的な影響について，急性外傷に加え，オーバーユースの選手についてもさらなる調査検討を

多面的に行なわなければならないと思われる。

尚，本事例については，夏期の休養，治療の結果として，身体的，精神的な回復がfollowup 

調査 (POMS，ロ・テスト)から認められた。特に調査面接において， Iあの頃に比べるとかなり

落ち着いているJ，I先輩から認めてもらうようになったJというように，精神面での社会的サ

ポートが本事例に与えた影響は大きかったといえるであろう。

(3)事例Y ; 20才(大学2年生) 男子サッカー選手

高校時代は国体出場経験をもち，春期の関東大学新人戦(1， 2年生対象)からレギュラーと

して出場している。競技経験年数は12年である。怪我の既往歴は，高校3年時に腰(亀裂骨折)

を痛め 2ヶ月の運動停止という経験がある。発生状況は，試合開始直後に相手選手との接触に

より地面にたたきつけられ，医者の診断結果は右鎖骨複雑骨折による一ヶ月の運動停止，さら

に2週間の入院を余儀なくされた。したがって，本事例の第 1回， 2回調査は医師の了解を得

た上で病室にて行なった。本事例の調査は，第4回終了時点で対象者が帰省したためそこで打

ち切られ，また利き腕の鎖骨骨折から筆記が困難でnあったことからバウムテストは行なわなか

った。

「情緒回復過程尺度Jの得点フ。ロフィールを図5に示した。この得点プロフィールから特徴

的なことは，時間の経過にともなう否認と受容の低下である。初図面接において， I入院はして
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いるが，たいしたことはないと思うJ，から否認の表出がうかがわれ，怪我に対して認識すると

いうよりは楽観的にみていることから受容に高い得点を示したと思われる。怪我の発生から12

日後までは受容が常に高い得点を示しているが， 20日後に大きな低下をみせている。また，受

容の低下にともない，怒りと焦燥感の上昇が顕著で、ある。これらの変容は， POMSからも観察

されており，時間の経過にともない活動性の低下，疲労，混乱の上昇が顕著にうかがえる。こ

ういった情緒の変容は，以下に示すような followup調査面接から手掛かりが得られた。運動

停止期を振り返ってみると， 1怪我の経過が思わしくなしみんなの中に戻れないのではないか」

というように，退院の後の不安については自覚していたと述べている。また，実際に復帰して

からも， 1以前の自分のサッカーとは変わってしまった。接触されるのが怖い(再発の恐れ?) J 

というように述べている。当初の怪我の見通しと，実際の回復が一致せず，心のなかで焦りを

感じ，より一層の不安を誘発したことの影響ではないかと思われる。入院中の目標であった，

18月下旬の試合に間に合わせる」ということに対しても結局無理だったようである。

本事例におけるロ・テストの結果を表1に示した。まず目につくことは，反応数(R)がかな

り少ないということである。テスト状況から非協力的な印象はうかがえず，考えられることと

しては病室という特異な状況におかれていたことがあげられる。また，感情分析において，他

の2事例にはまったくみられなかった依存感情が顕著に確認される。ロ・テストのプロトコル，

「父親は偉いものでしょ…」からも，他者への依存(特に両親)を感じさせる言及がみられた。

この事例において，最も注目すべき点は，回復期と考えられていた followup調査で，かな

りの情緒混乱を継続していたことである。怪我の経過は， もとの状態のように骨が結合されて

いないらしし「肩が完全に上がらない，スライディングなどの際に手をつくと痛みがある」と
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いうように思わしくないようである。調査面接において， Iバレーボール，体操などの実技科目

を履修できないかもしれないJ，Iサッカー以外の重要な目標であった体育教員になれないかも

しれない」というような将来的な不安から影響を受けていることが考えられる。

このように，本事例では怪我が重大な問題を引き起こし，解決策が見当たらず模索している

経過をたどっている。また，身体的な回復の遅れから，情緒的にも negativeな情緒が表出し，

怪我からの健全な回復とはいえないことが示唆される。

表 1 3事例のロールシャツハテストスコア

事例K 事例E 事例Y

停止期 回復期 停止期 回復期 停止期 回復期

R(TotaIResponse) 21 22 26 29 12 14 

R吋(R可/Faiり 。 。 。 。 。 。
TT(T otal Time) 15'54" 1 5'16" 16'43" 18'07" 7'18" 9'22" 

RT(Av.) 1 '59" 1 '53" 1 '40" 1 '49" 43.8" 56.2" 

R1 T(Av.) 19.9" 10.6" 17.4" 18.3" 14.4" 8.8" 

RlT(Av.N.C.) 14.611 13.6" 16.611 18.211 13.411 7" 

R1T(Av.C.C.) 25.2" 7.8" 18.2" 18.4" 15.4" 10.6" 

Most Delayed Card & Time X，57" VII，30" VIII，50" 111，45" VI，28" VIII， 15" 
W:D 16:4 14:7 21 : 3 22: 6 9:3 9:4 
W% 76 64 77 76 75 64 

Dd% 5 4 7 。 。 7 
S% 。 。 4 3 。 。
W:M 16:2 14: 1 21 : 2 22: 5 9:2 9:3 
M:rc 2:3 1 : 1.5 2: 2.3 5:2 2: 1 3: 2.3 
E.B FM+M:Fc+c+C' 4: 1 3 : 1 3.5: 0 4: 2.5 3:0 3.5: 0 

VIII+IX+XlR % 33 32 23 24 33 36 
FC: CF+C 2:2 3: 0.5 2.5: 1 3: 0.5 2:0 2.5: 1 
FC+CF+C : Fc+c+C' 4: 1 3.5: 1 3.5: 0 3.5: 2.5 2:0 3.5: 0 

M:FM 2:3 1 : 2 2:3 5:2 2:3 3:3 
F%/rF% 48/95 59/100 65/96 48/100 33/100 36/100 

F+%/rF+% 100/95 100/95 53/56 64/79 100/92 80/79 
R+% 95 95 54 79 92 79 
H% 19 23 31 17 25 29 
A% 52 50 54 45 58 57 
At% 。 。 。 。 。 。
P% 5 (24) 5 (23) 4 (15) 4 (14) 4 (33) 2 (14) 

Content Range 6 7 5 8 4 4 

Determinant Range 8 7 6 7 5 5 

まとめ

本研究では，負傷したスポーツ選手の事例における縦断的調査から，回復過程に表出される

情緒的反応とその変容を明らかにすること，及び心理テストと調査面接から怪我が誘発する心

理的な影響を明らかにすることを目的としていた。 3事例からの結果としては，当初推測され
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た情緒の表出とその変容に共通する心理的な回復の段階を同定するには至らなかった。しかし

ながら，事例Eにおいてみられた社会的サポートの影響，適応問題など，また事例Yにおいて

みられた将来的な目標に関わるような問題のように心理テスト，調査面接を通して，怪我が誘

発する心理的影響についての実証例が示され，また急性外傷とオーバーユースとの情緒表出の

相違，怪我がもたらす他の心理的要因との関連が示された。スポーツ選手の怪我においても，

Kubler-Rossの主張と同様に，怪我という現実を認識する，つまり受容するということが回復

過程において重要な要因である。したがって，さらなる研究の視点として，多くの事例調査を

積み重ねることにより心理的な回復における情緒的反応段階の同定，そのための精度の高い尺

度作成といったことがあげられるであろう。これらを明らかにしていくことにより，負傷した

スポーツ選手への心理的介入，つまりカウンセリング等の視点を定めることとなり，心身同調

した健全な復帰が可能となるであろう。
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資料 6因子設定による情緒回復過程尺度の主成分分析表

項目 Fac1 Fac2 Fac3 Fac4 Fac5 Fac6 h
2 

33 自分だけあ取り残されている 0.090 0.254 -0.099 -0.155 ー0.131 0.645 

20 憂穆でる 0.349 0.027 ー0.087 -0.192 0.137 0.651 

21 落胆している 0.463 -0.039 -0.124 ー0.160 0.145 0.716 

19 絶望している 0.407 ー0.011 -0.111 -0.028 両0.097 0.579 

23 孤立感がある 0.086 ー0.092-0.203 0.005 ー0.111 0.444 

22 悲しい 0.499 0.026 -0.156 -0.136 0.119 0.681 

35 自分の位置(立場)がなくな 0.130 0.274 ー0.204 0.052 -0.155 0.524 

る
10 怒りを感じる 0.075 0.165 -0.044 -0.012 -0.162 0.681 

11 不平不満を感じる 0.276 0.079 ー0.062 0.069 -0.115 0.613 

12 やりきれないと思う 0.336 -0.012 -0.082 -0.177 0.150 0.651 

08 欲求不満である 0.070 0.191 -0.078 0.037 0.002 0.514 

09 自分は不幸(不運)である 0.062 0.123 -0.214 -0.178 ー0.043 0.547 

07 混乱している 0.361 -0.087 -0.307 0.019 0.211 0.539 

34 はやく練習をしたい 0.068 ー0.004 0.007 0.147 0.021 0.504 

14 怪我で練習できなくてもグラ -0.102 -0.012 -0.000 -0.017 0.178 0.498 

36 
ンド(体き育館)に行きたい
練習で ない自分にいらだっ 0.321 0.203 0.014 -0.081 0.088 0.509 

18 自分から競技を取ったら何も 0.009 0.183 -0.039 0.036 圃0.029 0.305 

残らない
32 焦りを感じる 0.553 -0.007 -0.057 0.028 0.139 0.537 
26 くよくよしでも仕方がない 四0.052 ー0.110 0.041 ー0.177-0.048 0.547 

27 悩みごとはない -0.140 -0.155 -0.070 0.199 -0.192 0.590 

25 落ち着いている -0.229 -0.142 -0.070 0.040 0.083 0.537 
29 チームメートは自分を理解し -0.127 -0.081 0.113 ー0.028 0.389 0.571 

ている
28 プレッシャーはない -0.242 -0.118 -0.141 0.158 ー0.249 0.502 

01 医者の診断はおおげさである ー0.003 0.024 0.044 -0.038 

09007466367I4 4 3 7 

-0.047 0.544 
03 すぐにでも復帰できる -0.202 -0.001 -0.020 0.051 0.170 0.527 

02 楽天的である 0.042 -0.031 -0.092 0.120 ー0.157 0.431 

05 ショックはない -0.114 -0.233 -0.325 0.135 0.076 0.412 
16 今の自分はチームに必要であ ー0.225 -0.046 0.159 0.146 0.122 0.583 

る
本30 試合にでれなくても悔しくな -0.118 0.138 0.189 -0.205 -0.049 0.315 

しコ
17 痛みを我慢してでも試合にで 0.184 -0.021 0.486 -0.030 0.261 0.530 
たい

15 部が必要とするなら試合にで 0.020 -0.018 0.466 0.044 0.248 0.460 

てみたい
13 完全に怪我を治してから練習 -0.132 ー0.099 0.198 -0.115 0.408 0.054 0.249 

をしたい
24 無気力である 0.399 0.203 -0.216 ー0.346 0.206 -0.408 0.576 
31 時間が欲しい 0.223 -0.013 -0.032 -0.092 ー0.056 0.373 0.202 

04 一人になりたい 0.172 0.366 -(J.165 司0.191 0.298 0.158 0.341 
06 引け目を感じる 0.280 0.343 -0.143 -0.062 -0.092 0.232 0.282 

寄与率 12.8 11.4 7.8 9.2 6.5 5.6 53.3 I 
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